
 

 

 

 

 

 

  第 ３ ４ 号 議 案  

 

 

新 宿 区 介 護 保 険 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 

 

   上 記 の 議 案 を 提 出 す る 。  

 

 

 

    令 和 ６ 年 ２ 月 ２ １ 日  

 

 

 

          提 出 者  新 宿 区 長   吉 住  健 一  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



新 宿 区 条 例 第 １ ９ 号  

 

新 宿 区 介 護 保 険 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 

新 宿 区 介 護 保 険 条 例 （ 平 成 12 年 新 宿 区 条 例 第 35 号 ） の 一 部 を 次

の よ う に 改 正 す る 。  

第 10 条 の 3 中 「 介 護 保 険 法 施 行 規 則 （ 平 成 11 年 厚 生 省 令 第 36

号 ） 第 17 条 の 12 に 規 定 す る 看 護 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 」 を 「 法

第 8 条 第 23 項 第 1 号 に 掲 げ る サ ー ビ ス 」 に 改 め る 。  

第 11 条 第 1 項 中 「 令 和 3 年 度 か ら 令 和 5 年 度 」 を 「 令 和 6 年 度

か ら 令 和 8 年 度 」 に 改 め 、 同 項 第 1 号 中 「 3 万 4,5 6 0 円 」 を 「 3 万

3,2 64 円 」に 改 め 、同 項 第 2 号 中「 4 万 6,0 8 0 円 」を「 4 万 3,5 6 0 円 」

に 改 め 、同 項 第 3 号 中「 5 万 3,76 0 円 」を「 5 万 1,87 6 円 」に 改 め 、同

項 第 4 号 中「 6 万 1,4 4 0 円 」を「 6 万 3,3 60 円 」に 改 め 、同 項 第 5 号

中「 7 万 6,8 00 円 」を「 7 万 9,2 0 0 円 」に 改 め 、 同 項 第 6 号 中「 8 万

4,4 80 円 」を「 8 万 7,1 2 0 円 」に 改 め 、同 号 ア 中「 、当 該 合 計 所 得 金

額 に 所 得 税 法 （ 昭 和 40 年 法 律 第 33 号 ） 第 28 条 第 1 項 に 規 定 す る

給 与 所 得 又 は 同 法 第 35 条 第 3 項 に 規 定 す る 公 的 年 金 等 に 係 る 所 得

が 含 ま れ て い る 場 合 に は 、 当 該 給 与 所 得 及 び 当 該 公 的 年 金 等 に 係 る

所 得 の 合 計 額 に つ い て は 、 同 法 第 28 条 第 2 項 の 規 定 に よ り 計 算 し

た 金 額 及 び 同 法 第 35 条 第 2 項 第 1 号 の 規 定 に よ り 計 算 し た 金 額 の

合 計 額 か ら 10 万 円 を 控 除 し て 得 た 額 （ 当 該 額 が 0 を 下 回 る 場 合 に

は 、 0 と す る 。 ） に よ る も の と し 」 を 削 り 、同 号 イ 中 「 又 は 第 15 号

イ 」を「 、 第 15 号 イ 、第 16 号 イ 又 は 第 17 号 イ 」に 改 め 、同 項 第 7

号 中「 9 万 2,1 6 0 円 」を「 9 万 5,0 4 0 円 」に 改 め 、同 号 イ 中「 又 は 第

15 号 イ 」 を 「 、 第 15 号 イ 、 第 16 号 イ 又 は 第 17 号 イ 」 に 改 め 、 同

項 第 8 号 中 「 10 万 7, 5 20 円 」 を 「 11 万 880 円 」 に 改 め 、 同 号 イ 中

「 又 は 第 15 号 イ 」 を 「 、 第 15 号 イ 、 第 16 号 イ 又 は 第 17 号 イ 」 に

改 め 、同 項 第 9 号 中「 11 万 9,0 4 0 円 」を「 12 万 2,7 6 0 円 」に 改 め 、同

号 イ 中 「 又 は 第 15 号 イ 」 を 「 、 第 15 号 イ 、 第 16 号 イ 又 は 第 17 号

イ 」 に 改 め 、 同 項 第 10 号 中 「 14 万 2, 0 80 円 」 を 「 14 万 6,5 2 0 円 」

に 改 め 、同 号 イ 中「 又 は 第 15 号 イ 」を「 、第 15 号 イ 、第 16 号 イ 又

は 第 17 号 イ 」に 改 め 、同 項 第 11 号 中「 16 万 56 0 円 」を「 16 万 6, 3 20

円 」に 改 め 、同 号 イ 中「 又 は 第 15 号 イ 」を「 、第 15 号 イ 、第 16 号

イ 又 は 第 17 号 イ 」に 改 め 、同 項 第 12 号 中「 18 万 8,1 6 0 円 」を「 19



万 4,0 4 0 円 」に 改 め 、同 号 イ 中「 又 は 第 15 号 イ 」を「 、第 15 号 イ 、第

16 号 イ 又 は 第 17 号 イ 」に 改 め 、同 項 第 13 号 中「 22 万 2,7 2 0 円 」を

「 22 万 9,6 8 0 円 」 に 改 め 、 同 号 イ 中 「 又 は 第 15 号 イ 」 を 「 、 第 15

号 イ 、第 16 号 イ 又 は 第 17 号 イ 」に 改 め 、同 項 第 14 号 中「 25 万 3, 44 0

円 」 を 「 26 万 9,2 8 0 円 」 に 改 め 、 同 号 イ 中 「 又 は 次 号 イ 」 を 「 、 次

号 イ 、第 16 号 イ 又 は 第 17 号 イ 」に 改 め 、同 項 第 15 号 中「 26 万 8, 80 0

円 」 を 「 30 万 8,8 8 0 円 」 に 改 め 、 同 号 イ 中 「 部 分 を 除 く 。 ） 」 の 次

に 「 、 次 号 イ 又 は 第 17 号 イ 」 を 加 え 、 同 項 第 16 号 中 「 28 万 4, 16 0

円 」 を 「 45 万 9, 3 6 0 円 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 18 号 と し 、 同 項 第

15 号 の 次 に 次 の 2 号 を 加 え る 。  

 ⒃  次 の い ず れ か に 該 当 す る 者  34 万 8, 4 8 0 円  

  ア  合 計 所 得 金 額 が 3,5 0 0 万 円 以 上 4,50 0 万 円 未 満 で あ る 者 で

あ り 、 か つ 、 前 各 号 の い ず れ に も 該 当 し な い も の  

  イ  要 保 護 者 で あ っ て 、 そ の 者 が 課 さ れ る 保 険 料 率 に つ い て こ

の 号 の 区 分 に よ る 額 を 適 用 さ れ た な ら ば 保 護 を 必 要 と し な い

状 態 と な る も の （ 令 第 39 条 第 1 項 第 1 号 イ （ ⑴ に 係 る 部 分

を 除 く 。 ） 又 は 次 号 イ に 該 当 す る 者 を 除 く 。 ）  

 ⒄  次 の い ず れ か に 該 当 す る 者  40 万 3, 9 2 0 円  

 ア  合 計 所 得 金 額 が 4,50 0 万 円 以 上 5,5 0 0 万 円 未 満 で あ る 者 で

あ り 、 か つ 、 前 各 号 の い ず れ に も 該 当 し な い も の  

 イ  要 保 護 者 で あ っ て 、 そ の 者 が 課 さ れ る 保 険 料 率 に つ い て こ

の 号 の 区 分 に よ る 額 を 適 用 さ れ た な ら ば 保 護 を 必 要 と し な い

状 態 と な る も の （ 令 第 39 条 第 1 項 第 1 号 イ （ ⑴ に 係 る 部 分

を 除 く 。 ） に 該 当 す る 者 を 除 く 。 ）  

 第 11 条 第 2 項 中 「 令 和 3 年 度 か ら 令 和 5 年 度 」 を 「 令 和 6 年 度

か ら 令 和 8 年 度 」 に 改 め る 。  

 第 13 条 第 3 項 中「 又 は 第 9 号 ロ 」を「 、第 9 号 ロ 、第 10 号 ロ 、第

11 号 ロ 、第 12 号 ロ 又 は 第 13 号 ロ 」に 、「 か ら 第 9 号 」を「 か ら 第

13 号 」 に 改 め る 。  

 

   附  則  

 

（ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 条 例 は 、 令 和 6 年 4 月 1 日 か ら 施 行 す る 。  

 （ 経 過 措 置 ）  



２  こ の 条 例 に よ る 改 正 後 の 第 11 条 の 規 定 は 、 令 和 6 年 度 分 の 保

険 料 率 か ら 適 用 し 、 令 和 5 年 度 以 前 の 年 度 分 の 保 険 料 率 に つ い て

は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。  

 

 （ 提 案 理 由 ）  

令 和 6 年 度 か ら 令 和 8 年 度 ま で の 各 年 度 に お け る 第 1 号 被 保 険 者

の 保 険 料 率 を 定 め る と と も に 、 合 計 所 得 金 額 の 計 算 方 法 の 特 例 措 置

を 廃 止 す る ほ か 、 全 世 代 対 応 型 の 持 続 可 能 な 社 会 保 障 制 度 を 構 築 す

る た め の 健 康 保 険 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 令 和 5 年 法 律 第 31

号 ） の 施 行 に よ る 介 護 保 険 法 （ 平 成 9 年 法 律 第 123 号 ） の 改 正 等 に

伴 い 規 定 を 整 備 す る 必 要 が あ る た め  

 


